
 

報告事項イ 

 

 

学校支援チームの取組状況について 

 

学校支援チームの取組状況について、別紙のとおり報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年９月８日 

 

鳥取県教育委員会教育長  足 羽 英 樹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学校支援チームの取組状況について 

令和７年９月８日 

生徒支援・教育相談センター 

１ 目 的 県教育委員会内に包括的支援体制づくりスーパーバイザー（外部有識者）、指導主事兼係

長、学校運営支援専門員（会計年度任用職員）で構成する「学校支援チーム」を設置し、

いじめ、不登校、問題行動等の困難事例に対し、市町村教育委員会との連携・協働、学校

や教職員からの相談対応、研修等、市町村教育委員会や学校に直接出かけ、課題について

一緒に考え、支援することで児童生徒支援体制の強化を図る。 

２ 取 組  

①周知方法：市町村教育委員会訪問、校長会連絡、ホームページ（生徒支援・教育相談センター  

及び学校教育支援サイト）、各種研修等 

②実績（８月末時点：９月１１日までの予定も含む） 

対応先 

校数 

教育委員

会数 

支援 

回数 
主な支援内容 

小学校 １６ ２３ ・中学校区での不登校対策研修及び支援への助言

【継続】 

・生徒指導上の課題に対する具体的な支援、助

言、アセスメントプランニング【継続】 

・学年づくり、学級づくりに関する助言【継続】 

・校内支援体制づくりへの助言 

・いじめ問題（重大事態、学校基本方針等）への

助言 

・校内職員研修での講義 

・保護者対象の講演 

・要対協支援会議への参加、助言 

・校内支援会議、ケース会議への参加、助言 

中学校 １２ ２５ 

中学校区 ２ ２ 

義務教育学校 １ １ 

特別支援学校 １ １ 

市町村 

教育委員会 
８ １１ 

・不登校対策委員会への助言【継続】 

・生徒指導事案への助言 

・いじめハンドブック改訂への助言 

・校長対象の講演 

・いじめ重大事態対応、調査等への助言 

その他 ― ４ 

・市町村 SSW研修会での説明・講義 

・県立学校 SSW研修会での説明・講義 

・学校支援員研修会での講義 

・中小研生徒指導部会での講義 

計 ４０ ６７  

※支援回数６７回のうち包括的支援体制づくりスーパーバイザー同行による支援：２３回 

◎活用があった教育委員会（学校の活用も含む）：１１市町村教育委員会 

  ③成果・課題 

    ○困難事例への支援の方向性が明確になった。 

    ○組織対応やアセスメントの重要性が実感でき、校内支援会議等の内容が実効性のあるものと

なり、教職員の意識が変わりつつある。 

    ○学校の困り感に対してスピード感をもって対応できる。 

    △県立学校からの要望が少ない。 

３ 今後について 

  ・引き続き学校支援チームの周知を行うとともに、その成果についても全県に共有していく。 

  ・県立学校へ支援を展開するために各学校、教育委員会学校担当課に周知していく。 
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